
MICE Japan 2022・10月号　5

CONTENTS
Vol.14 No.169 2022／10

Monthly MICE Magazine

●本誌掲載記事の複写・複製・磁気媒体等への入力および論文・抄録は、弊社の許諾なく行うことを禁じます。ご用の方は☎（03）3261-7817・FAX（03）3261-7818までご連絡ください。

※訂正とお詫び：弊誌1月号 「視点」 にて、 ICCA APについてのご紹介の中で  「Change、Corporation、
Chanceの3つのC」 と記しておりましたが、正しくは「Change、Cooperation、Chanceの3つのC」です。
ここに訂正させていただくとともに、読者の皆様、関係者の皆様にお詫びを申し上げます。

※コラム「Tech for MICE business」は、都合によりお休みさせていただきます。※編集の都合により、「出展募集」、「イベントレポート」はお休みとさせていただきました。ご了承ください。
お詫び：今号にて掲載を予定しておりました 「フィリピンMICE FAMレポート 続編」 は、
次号2020年3月号にて掲載させていただきます。

※DMC通信は、編集部の都合によりお休みさせていただきました。

本掲載は9月16日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、新型コロナウイルスの感染拡大防止等
の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。また開催催事にはオンラインを活用するハイブリット形式
での開催、中止催事にはオンラインでの開催がある場合もあります。

連載：「JNTO国際会議統計とデータの活用についての考察～ JNTO国際会議統計②」は、次号2022年2月号に掲載させていただきます。

本掲載は3月15日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。

 4 ●  視点／デジタルマーケティング
 6 ●  対談／ 武将と技術に育まれた歴史、産業、文化を活かし

若者や外国人を惹きつける次世代型MICEの創造
選ばれる施設「ポートメッセなごや」の施設価値
（一社）日本展示会協会 副会長 （公社）日本包装技術協会 顧問 越野 滋夫 氏

ポートメッセなごや 館長 愛屋 博司 氏
12 ●  サステナビリティ最前線：GDS-index加盟都市の取組紹介／第3回 現地レポート！

2022 GDS Asia-Pacifi c Forum @韓国・コヤン（高陽市、Goyang）
（株）コングレ 営業企画部 プロジェクトリーダー 松井 純子 氏

14 ●  MICE施設情報／ 東京都八王子市に「東京たま未来メッセ」がオープン
2,400㎡の展示室と7つの会議室で幅広いイベントに対応

16 ●  研究ノート／ 日本におけるデスティネーション・マネジメント・カンパニー（DMC）
の起源とデスティネーション・マネジメント
㈱DMC沖縄と沖縄MICE市場発展を事例として

國學院大學／相模女子大学大学院 小林 裕和 氏
23 ●  レポート／ JNTO「インバウンド旅行振興フォーラム」を3年ぶりに開催

－インバウンドと軌を一にしたMICEプロモーションのリスタートへ－
インバウンド/MICEコンサルタント JCCBシニア・フェロー
（MICEジャパン コンサルティング事業部 コンサルタント） 小堀 守 氏

24 ●  連載／ 展示会マーケティング戦略ゼミ～出展成果最大化の現場から～
「展示会とは・来場者とは何か」3）
「展示会来場者マーケティング」⑭ 　
　展示会での〈コミュニケーション〉について その16

展示会研究所 代表 辻井 勝 氏 
26 ●  Covid-19収束後の観光・MICE開催地としての再開・拡大発展支援の誌上ブログ／
   第9話  観光地・MICE開催地はBCPを含む危機管理体制構築がMUSTであり、

その体制創りはCBV、DMOが核となることが非常に望ましいと考える！
そして忘れがちなのがリハーサル（避難訓練等）だ！

ビジネストラベル研究所 代表 森 栄藏 氏
28 ●  連載／  『江戸名所図会』で巡る“Withコロナ時代”のオンライン観光

 江戸城の城下町として整備された隅田川沿い（西岸）の名所巡り⑤
 銀座～新橋　　 “歴史の駅”  研究所 宮地 克昌 氏

30 ●  NEWS RELEASE／ メッセ・デュッセルドルフの「ProWein」とケルンメッセの「ISM」
ワインとスイーツ＆スナックの2強ブランドが日本で協働！
「FABEX（主催：日本食糧新聞社）」と2023年から合同開催。
日本の食品・飲料業界に新たなシナジーをもたらします。

31 ●  DMC通信／シャチの散歩　32●MICE映画館  50●北から南から
33 ●  全国会場別MICEスケジュール

■■■■■

}⬅ 1行で入りきりません 本掲載は12月10日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。
また開催催事にはオンラインを活用するハイブリット形式での開催、
中止催事にはオンラインでの開催がある場合もあります。

49ミリ

■今月の表紙
八王子に「東京たま未来メッセ」オープン
　多摩地区最大級の産業交流拠点となる「東京た
ま未来メッセ（東京都立多摩産業交流センター）」
が2022年10月14日、東京都八王子市にオープン
する。
　京王八王子駅近くの東京都産業技術研究所八
王子支所跡に建設された「東京たま未来メッセ」は、
地上7階・地下1階建てで、都八王子合同庁舎と八
王子市保健所との複合施設となる。都心から電車
で約1時間ほどの京王八王子駅から徒歩約2分、
JR八王子駅から徒歩約5分と交通アクセスにも優
れている。
　MICE施設は1階～3階部分で、1階には、展示
会やイベント、セミナーなどに利用できる約2,400
㎡、天井高約10ｍの開放感あふれる展示室が用
意されている。展示室は4つに分割使用することが
でき、展示会とセミナーを組み合わせての利用も
可能である。なお、展示室を全面使用した場合の
収容人数は2,000人となっている。また3階には、
広さ約50㎡～ 200㎡の会議室を合計7室設けて
おり、200㎡の会議室は移動間仕切りによって分
割利用もでき、会議・商談・セミナーなどの幅広い
用途に対応可能となっている。
　「東京たま未来メッセ」の運営団体は、多摩産業
交流センター指定管理共同企業体（東京都八王子
市明神町3-19-2）で、公式ホームページは下記の
URLとなる。
https://www.teaser-tamaskc.metro.tokyo.lg.jp/


